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市内各地区で祭礼ムードが高まっています。雄信幼稚園では、かねてより製作されていたミニ

やぐらが完成し、その寄贈式が行われました。このミニやぐらは、同幼稚園の卒園児の保護者で

もある田中信子
たな か の ぶ こ

さん（男里
おのさと

在住）による手づくりで、約６ヶ月間かけて丹精込めて製作されたそ

うです。全長約3.0㍍、全高約1.5㍍のミニやぐらですが、その勇壮さでは本物のやぐらに勝るとも

劣らない仕上がりとなっています。また、同幼稚園では、祭礼シーズンに合わせてミニやぐらを

曳行する予定で、「このやぐらを大切に受け継いでいき、子どもたちに郷土の伝統芸能を体験さ

せてあげたいですね」と園長先生も笑顔で話してくれました。 （９月１０日）

幼稚園に軆やぐら躱がやってきたよ！
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ブ
ル
ン
ジ
、
マ
カ
ン
バ
で
は

長
年
民
族
紛
争
が
続
い
て
お

り
、
多
く
の
一
般
市
民
が
そ

の
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

臼
井
医
師
や
各
国
か
ら
集

ま
っ
た「
国
境
な
き
医
師
団
」

の
ス
タ
ッ
フ
は
紛
争
に
よ
り

負
傷
し
た
人
々
や
劣
悪
な
環

境
に
よ
り
病
気
に
感
染
し
た

人
々
な
ど
、
医
療
を
必
要
と

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貧
困
の
た
め
に
享
受
で

き
な
い
人
々
に
対
し
、
医
療

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
も
多
く
発
生
し

た
病
気
「
マ
ラ
リ
ア
」
の
治

療
薬
の
生
産
が
少
な
く
、
不
足
し
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
の
治
療
薬
は
大
変

高
価
な
た
め
手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
慢
性
的
な
水
不
足
が

医
療
活
動
を
行
う
上
で
の
障
害
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
悔
し
い
体
験
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
る
負
傷
し
た
子
ど
も
の
診
察

を
行
っ
た
際
、
心
の
傷
の
大
き
さ
故
に
診

察
を
拒
ま
れ
た
辛
い
経
験
な
ど
、
医
療
活

動
を
通
し
て
の
現
地
の
人
々
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

臼
井
医
師
の
講
演
の
後
、
質
疑
応
答
の

時
間
が
設
け
ら
れ
、
観
客
席
で
講
演
に
耳

を
傾
け
ら
れ
て
い
た
コ
ロ
ン
三
木
え
り
か

さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
人
道
支
援
に
お

い
て
は
、
犠
牲
者
の
方
々
の
家
族
や
負
傷

者
た
ち
の
心
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
ね
」
と

臼
井
医
師
と
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▲平和への願いを込めた美しい歌声が人々を魅了

▲「国境なき医師団」での活動を講演する臼井医師

家事、育児、介護などの誰かをケ
アする仕事、役割は、これまで、さ
まざまな場面において、おもに女性
が担ってきました。
家事、育児、介護が女性の仕事と

固定化されていることに気づき、女
性が担ってきたケア役割を男女が共
同して平等に担う社会とは、どのよ
うな社会なのか。また、自分たちが
望むケア労働の社会化とは何かを一
緒に考えてみませんか。
今回は「家事・育児・介護は女性

だけの責任か？～考えよう　家事・
育児・介護の社会化」というテーマ
で開催します。
▼と　き＝笊11月11日貂笆11月25日
貂笳12月９日貂（全３回）
※時間はいずれも午前10時～正午
▼ところ＝あいぴあ泉南
▼内　容＝笊主婦の仕事　これもケ
ア労働？笆ケア労働とジェンダー笳
日々の暮らしをチェックしよう

▼定　員＝３０人（多数の場合は抽
選）
▼参加費＝無料
▼講　師＝鳥渕朋子

とりぶちともこ

さん（アクト研
究室）
▼一時保育＝対象は１歳以上の未就
学児で定員は10人（多数の場合は抽
選）。一時保育を希望される方は初回
のみ子ども１人につき保険代500円が
必要です。
▼その他＝手話通訳あり
▼申込み＝10月14日貂～10月31日貊
（必着）までに、お電話、ファクスま
たはハガキ、eメールに住所、氏名、
電話番号、一時保育及び手話通訳の
要否、一時保育を希望する場合は子
どもの氏名（ふりがな）、生年月日を
明記の上、〒590－0592（住所不要）
泉南市人権推進課（薀祟０００１・
内線２７０／蕭祗００７５／e-mail :
jinken@city.sennan.osaka.jp）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

男女共同参画社会づくり講座男女共同参画社会づくり講座

岸和田人権擁護委員協議会では、
憲法で保障された基本的人権を擁
護し、あわせて自由人権思想の普
及高揚を図るべく、大阪法務局岸
和支局において人権相談活動を実
施しています。皆さまの身近な相
談相手としての人権擁護委員が、
ご相談に応じています。
▼相談日時＝月、火、木曜日の午
前９時～正午、午後１時～４時
▼相談場所＝大阪法務局岸和田支
局（岸和田市上野町東２４－１０）
▼相談電話番号＝大阪法務局岸和
田支局（薀矍６５０１／蕭矍６５
３２）
▼その他＝相談は無料で秘密は厳
守されます
▼問合せ＝大阪法務局岸和田支局
（薀矍６５０１／蕭矍６５３２）

大阪法務局岸和田支局
人権相談をご利用ください

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（８月末現在）
人口‥‥‥‥65,628人
男‥‥‥32,003人
女‥‥‥33,625人

世帯数‥‥23,387世帯

今
回
の
非
核
平
和
の
集
い
で
は
、
ま
ず

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
カ
メ
ラ
ー
タ
神
戸
の

コ
ロ
ン
三
木
え
り
か
さ
ん
に
よ
る
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、「
被
爆
の
マ
リ
ア

に
捧
げ
る
賛
歌
（
ア
ベ
マ
リ
ア
）」
な
ど
、

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
歌
声
を
披
露
い

た
だ
き
ま
し
た
。

美
し
い
歌
声
と
語
り
が
相
ま
っ
て
、
会

場
は
コ
ロ
ン
三
木
え
り
か
さ
ん
の
平
和
へ

の
深
い
祈
り
に
包
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
三
木
え
り
か
さ
ん
は
、
コ
ン
サ

ー
ト
の
合
間
に
、
今
後
も
戦
争
に
よ
り
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
貧
し
い

子
ど
も
た
ち
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
休
憩
を
挟
ん
で
、「
国
境
な
き

医
師
団
」
の
臼
井
律
郎

う
す
い
り
つ
ろ
う

医
師
に
、「
国
境

な
き
医
師
団
の
活
動
に
つ
い
て
」
テ
ー
マ

で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臼
井
医
師
は
「
国
境
な
き
医
師
団
」
の

派
遣
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
に
ス
リ
ラ
ン
カ
、

バ
ブ
ニ
ア
や
ブ
ル
ン
ジ
、
マ
カ
ン
バ
に
お

い
て
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は

そ
の
時
に
撮
影
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
を
も
と

に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
、

去
る
八
月
二
日
貍
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て

「
非
核
平
和
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
の
中
、
約
七
十
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
音
楽
、
写
真
、
講

演
を
通
し
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
意
識
す
る
こ
と
の
少
な
い
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

軆結婚躱ということへの捉え方
は様々です。結婚する・しない
という選択も個人によって違い
ます。しかし、「わたしこの人好
きやねん、結婚したいねん。」‥
そんな気持ちが時として大切に
されない社会状況があります。
誰かを大切に思い、共に生き

ようと思ったときに、本人には
納得できない理不尽な理由（被
差別部落出身・外国人・障害者
など）でそれ（結婚）をダメに
されたとしたら、どんなに悔し
いでしょうか。
ワークショップ形式の講座を

通して、結婚差別を考え、何ら
かのヒントや勇気を見いだせる
ことができればと企画しました。
すべての人が何の不安もなく、
自分自身のことを語り、そして
幸せになれる社会づくりの一助
になればと考えています。

▼と　き＝笊10月25日貍午前10
時～正午笆11月１日貍午前10時
～正午（全２回）
▼ところ＝あいぴあ泉南
▼内　容＝結婚差別について考
える・ワークショップ
▼講　師＝森尚樹

もりなおき

さん（人権Ｎ
ＰＯダッシュ）
▼定　員＝２０人（多数の場合
は抽選）
▼参加費＝無料
▼申込み＝10月17日貊（必着）
までに、電話、ファクスまたは
ハガキ、eメールにて住所、氏名、
電話番号、手話通訳の要否を明
記の上、〒590－0592（住所不要）
泉南市人権推進課（薀祟０００
１・内線２７０／蕭祗００７
５ ／ e-mail : jinken@city.
sennan.osaka.jp）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線２
７０）

～結婚差別を考える－ＰＡＲＴ２～～結婚差別を考える－ＰＡＲＴ２～



泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の

開
放
を
実
施
し
ま
す
。
幼
稚
園
や

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親

子
で
保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
保
育
所
で
は
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡

先
＝
笊
信
達
保
育
所
・
十
月
十
四

日
貂
（
薀
祟
４
６
４
２
）
笆
樽
井

保
育
所
・
十
月
十
四
日
貂
（
薀
祗

０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
・
十
月

二
十
一
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）

笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
・
十
月
二
十

一
日
貂
（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち

び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所

内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
・
十
月
八

日
貉
、
十
月
二
十
二
日
貉
（
薀
祚

３
３
７
１
）
▼
開
放
時
間
＝
笊
笳

笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

地
域
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
利

用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深

め
る
た
め
、
第
二
十
三
回
砂
川
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
十
九
日
豸
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
十
分
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
＝
同
セ
ン
タ
ー
運
動
場

▼
内
容
＝
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
他
▼
問
合
せ
＝
大

阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
薀
祗
２
８
８
１
）

一
緒
に
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
十
九
日
豸
午
後
六

時
〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝

市
民
体
育
館
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

〇
円
▼
そ
の
他
＝
▽
当
日
は
上
履

靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の

方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

竹
楽
器
・
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
会

と
竹
を
使
っ
た
楽
器
づ
く
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
十
九
日
豸
午
後
一

時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
山

田
家
住
宅
（
泉
南
市
新
家
三
一
四

八
番
地
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
二
四
三
）
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泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

砂
川
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

さ
く
ら
会
コ
ン
サ
ー
ト

各地区の伝統芸能を継承したやぐらの曳行を披露

し、地域間の親睦を図ることを目的としてはじまった

軆泉南市祭礼パレード躱も今年で８年目を迎えまし

た。そして、今年も１７台の各地区自慢のやぐらが泉

南市役所に大集合、パワーアップした軆泉南市祭礼パ

レード躱として開催します。

▼と　き＝１０月５日豸午後１時～４時（予定）

▼ところ＝あいぴあ泉南周辺道路～市役所周辺道路

▼参加予定やぐら（パレード入場順）＝笊幡代
はたしろ

笆

戎福中講
えびすふくなかこう

笳獅子講
し し こ う

笘宮元講
みやもとこう

笙男里北組
おのさときたぐみ

笞男里南組
おのさとみなみぐみ

笵

牧野
まきの

笨大苗代
お の し ろ

笶鳴滝
なるたき

筐岡田弐
お か だ に

筺陸宮本
くがみやもと

笄北野
きたの

筍岡田壱
おかだいち

笋市場
いちば

筌馬場
ば ば

筅濱中講
はまなかこう

筵岡中
おかなか

（合計１７台）

▼その他＝車でのご来場はご遠慮ください。また、パ

レード開催場所周辺での路上駐車はやぐら曳行の妨げ

となりますの

でご遠慮くだ

さい。ご観覧

の際は事故防

止のため、現

場警察官、祭

礼自主警備役

員の指示に従

ってくださ

い。

▼交通規制にご協力ください＝パレード当日、あいぴ

あ泉南及び市役所周辺道路は一部交通規制を行います

のでご理解・ご協力をお願いします。

▼問合せ＝総務課（内線２６８）

仮称・泉南市農業公園

では、コスモスが見ごろ

を迎えています。ふるっ

て、ご来場ください。

▼と　き＝10月10日貊～

10月26日豸、午前10時～

午後４時　

▼ところ＝仮称・泉南市農業公園

▼参加費＝無料

▼その他＝▽10本程度を目安にお持ち帰り

ください▽花の開花状況により日程を変更

する場合があります▽つみ取り用具（ハサ

ミ等）は各自ご持参ください▽コスモス園

進入路（泉南IC下）には、佐田・六尾方面

から迂回して進入してください。

▼問合せ＝農林水産課（内線５７５）

JR阪
和線
 

幡代北 

変電所前 

金熊寺 阪南IC

泉
佐
野
岩
出
線 

泉南IC

金熊寺梅林 

阪和
自動
車道
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和
泉
鳥
取
駅 
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蜀
蜀
蜀
 蜀蜀蜀 蜀
蜀
蜀
 

蜀蜀蜀 
和泉砂川駅 

▲祭囃子が秋空に響きわたる‥

▼
と
き
＝
十
月
一
日
貉
〜
十
月
三

十
一
日
貊
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午

後
五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後

四
時
〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
（
※
十
月
二
十

五
日
貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
上
靴
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使

用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

将
棋
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
四
日
貍
〜
十
月
二

十
五
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加
す
る
日

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
大
切
さ
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
十
一
日
貍
午
前
九

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野

鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
者
＝
市

内
の
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
た
ち
に
昔
話
な
ど
を
語

る
「
お
は
な
し
」
の
連
続
講
座
で

す
。
実
習
を
取
り
入
れ
、
実
際
の

活
動
に
役
立
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
、
十
一

月
八
日
貍
、
十
一
月
十
五
日
貍
、

十
一
月
二
十
二
日
貍
、
十
二
月
六

日
貍
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時

〜
正
午
（
全
五
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
講
師
＝

秋
本
美
津

あ
き
も
と
み
つ

さ
ん
（
熊
取
子
ど
も
文

庫
連
絡
会
）
▼
対
象
＝
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
（
お
は
な
し
）
に
関

心
の
あ
る
大
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
み
＝
十
月
八
日
貉
午
前
十
時

か
ら
図
書
館
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で

申
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が

広
が
る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な

し
軋
を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅

力
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も

一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
十
月
十

一
日
貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午

後
二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小

学
二
年
生
以
下
）
▽
大
き
い
子
の

時
間
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小

学
二
年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各

回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出
入

り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、

同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
拍
子
木
に
よ
る
紙
芝
居

が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。

申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図

書
館友

だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日

午
後
一
時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
三
年
生
〜
中
学
三
年

生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
一
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
九
日
貅

ま
で
に
、
お
電
話
で
青
少
年
セ
ン

タ
ー遊

び
を
通
し
て
、
親
子
で
い
ろ

ん
な
お
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
九
日
貅
笆
十
月

十
六
日
貅
笳
十
一
月
十
三
日
貅
の

午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
笊

樽
井
公
民
館
笆
信
達
公
民
館
笳
海

会
寺
跡
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
樽

井
公
民
館
）
▼
内
容
＝
笊
笆
風
船

遊
び
を
し
て
み
よ
う
笳
ど
ん
ぐ
り

拾
い
を
し
よ
う
（
雨
天
の
場
合
は

ス
ラ
イ
ム
で
遊
ぼ
う
）
▼
参
加

費
＝
笊
笆
と
笳
の
雨
天
の
場
合
は

一
〇
〇
円
程
度
（
材
料
費
）
が
必

要
で
す
▼
問
合
せ
＝
初
め
て
の
方

や
携
行
品
等
詳
細
に
つ
い
て
は
樽

井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
／e-

m
ail:tarui-k@

city.sennan.osaka.
jp

）市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め
た

手
作
り
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貊
〜
十

一
月
十
六
日
豸
の
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

展
示
室
▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
（
中
学
生
以
下

は
除
く
）
▼
募
集
部
門
＝
絵
画
、

生
花
、
陶
芸
（
応
募
作
品
は
自
作

で
一
人
一
部
門
に
つ
き
二
点
ま
で
）

▼
申
込
み
＝
十
月
十
二
日
豸
ま
で

に
文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
（
図
書
館

二
階
）
へ
※
時
間
は
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
（
月
曜
日
は
除
く
）
▼

問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

4

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
ア
ー
ト
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す



▼
と
き
＝
十
月
二
十
五
日
貍
午
前

十
時
四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
朗
読
の
基
礎
か
ら
▼
講

師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ

さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
朗
読
講
師
）
▼
対
象
＝
十

八
歳
以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本

な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー就

職
困
難
者
の
雇
用
・
就
労
を

図
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
、

簿
記
初
級
講
座
を
開
会
し
ま
す
。

▼
講
座
内
容
＝
笊
パ
ソ
コ
ン
入
門

講
座
笆
簿
記
初
級
講
座
▼
対
象
＝

市
内
在
住
の
障
害
者
、
母
子
家
庭

の
母
親
、
中
高
年
齢
者
等
の
就
職

困
難
者
▼
と
き
＝
笊
十
月
二
十
七

日
豺
、
十
月
二
十
八
日
貂
笆
十
月

三
十
日
貅
※
時
間
は
す
べ
て
午
前

十
時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
人

権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
＝

笊
笆
各
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
月
十
七
日

貊
ま
で
に
、
泉
南
市
人
権
協
会

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
人
権
協
会
へ

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
人
権
協
会

（
薀
祕
１
４
０
１
）

富
田
川

と
ん
だ
が
わ

に
沿
っ
た
熊
野
古
道

く
ま
の
こ
ど
う

の

歴
史
探
訪
。
豊
か
な
清
流
、
初
秋

の
彩
り
が
映
え
る
山
々
の
展
望
が

絶
景
で
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
六
日
豸
午
前

七
時
十
分
（
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
海

側
に
集
合
）
※
雨
天
の
場
合
は
十

一
月
九
日
豸
に
順
延
し
ま
す
▼
コ

ー
ス
＝
和
泉
砂
川
駅
〜
稲
葉

い
な
ば
ね

王
子

〜
ダ
ル
マ
寺
〜
一
ノ
瀬

い
ち
の
せ

王
子
〜
鮎あ
ゆ

川か
わ

王
子
〜
住
吉

す
み
よ
し

神
社
・
清
姫

き
よ
ひ
め

の
墓

〜
滝
尻

た
き
じ
り

王
子
〜
和
泉
砂
川
駅
（
午

後
七
時
帰
着
予
定
）
※
貸
し
切
り

バ
ス
で
移
動
し
ま
す
▼
参
加
費
＝

四
〇
〇
〇
円
（
交
通
費
、
保
険
・

資
料
代
を
含
む
）
▼
定
員
＝
二
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具

▼
申
込
み
＝
十
月
十
日
貊
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四
泉

南
市
信
達
市
場
一
〇
九
七
の
二
・

片
木
雅
美
様
方
・
泉
南
歴
史
研
究

会
事
務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
へ

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
四
七
）

泉
南
市
文
化
協
会
・
泉
南
美
術

協
会
で
は
、
第
二
十
五
回
泉
南
美

術
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
一

般
の
方
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
九
日
貉
〜
十

一
月
二
日
豸
、
午
前
十
時
〜
午
後

五
時
（
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
募
集
作
品
＝

洋
画
（
油
彩
画
、
水
彩
画
、
パ
ス

テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）、
日
本
画

の
平
面
作
品
で
六
号
〜
五
〇
号
ま

で
の
額
装
（
壁
面
展
示
の
可
能
な

も
の
）
▼
応
募
資
格
＝
十
五
歳
以

上
の
方
で
一
人
に
つ
き
二
点
以
内

（
自
作
・
未
発
表
の
も
の
）
▼
出
品

料
＝
一
点
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円
▼

出
品
申
込
み
＝
十
月
十
九
日
豸
ま

で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
す
ず
ら
ん
（
薀

祟
８
７
６
９
）
へ
▼
作
品
搬
入
＝

十
月
二
十
八
日
貂
午
後
一
時
〜
二

時
▼
作
品
搬
出
＝
十
一
月
二
日
豸

午
後
三
時
〜
四
時
▼
そ
の
他
＝
泉

南
美
術
協
会
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

7

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

＆
簿
記
初
級
講
座

泉
南
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

展示、演技、もぎ店、楽しいア

トラクション。今年も楽しい内容

で、皆さまをお待ちしております。

ふるって、ご参加ください。

▼と　き＝笊10月25日貍午前９時

～午後５時笆10月26日豸午前９時

～午後４時

※路上演技は25日貍正午～。演技

大会は26日豸午後１時～

▼ところ＝樽井公民館

▼入場料＝無料

▼内　容＝▽展示（書道、華道、

陶芸、水墨画、ちぎり絵、てん刻、

手編み、七宝焼、絵手紙、フラワ

ーアレンジメント、山野草、樽井

幼稚園園児の作品）▽演技＝（琴、

踊り、詩吟、大正琴、昔の歌、尺

八、泉南ソーリャ）▽もぎ店（た

こ焼き、カレー、喫茶コーナー）

▽その他クラブ、講座、市民団体

による作品展示、演技発表、もぎ

店もあります。

▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３

６１）

▼と　き＝10月25日貍午後１

時30分開場、２時開演

▼ところ＝文化ホール（全席

自由）

▼出演者＝菅原洋一
すがわらよういち

さん

▼入場料＝▽一般／前売り

2,500円（当日3,000円）▽割

引／前売り2 , 0 0 0円（当日

2,500円）

※割引対象は高校生以下、60

歳以上、障害者の方及びその

介護者の方

▼チケットの販売＝現在、文

化ホールにて好評発売中（販

売時間は午前10時～午後５時

で月曜、祝日は除く）

▼問合せ＝文化ホール（薀祗

７７６７）

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

泉
南
歴
史
研
究
会

熊
野
古
道
を
歩
く

6

あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
森
の
保
全
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
貍
午
前
十

時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）

▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河

の
森
、
紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
内

容
＝
ク
リ
園
の
整
備
（
下
草
刈
り
、

除
伐
、
植
栽
）
▼
集
合
＝
紀
泉
わ

い
わ
い
村
駐
車
場
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍
手

等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
子
メ

ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大

阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（e-

m
ail
:
m
idori@

ogtrust.jp

／
薀

06
・
６
２
６
０
・
３
５
８
０
／
蕭

06
・
６
２
６
０
・
３
５
８
１
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習

相
談
会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し

よ
う
）
に
参
加
す
る
中
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午

後
六
時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英

語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学

生
▼
定
員
＝
各
科
目
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一

教
科
に
つ
き
一
〇
〇
八
円
（
教
材

費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月

十
八
日
貍
ま
で
に
、
お
電
話
で
青

少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
中
学
校
区
で
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
「
人

権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
」
の

指
定
を
受
け
、
教
育
実
践
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
つ
な
が
り
・
ひ
ろ
が

る
・
育
ち
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
次

の
と
お
り
、
研
究
成
果
等
の
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
貍
笊
公
開

授
業
（
午
前
十
時
四
十
分
〜
）
笆

全
体
会
（
午
後
〇
時
半
〜
）
笳
ふ

れ
愛
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
午
後
二
時
十

五
分
〜
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
中
学

校
▼
内
容
＝
笊
公
開
授
業
（
小
学

校
、
中
学
校
の
公
開
授
業
）
笆
全

体
会
（
研
究
報
告
、
小
学
生
に
よ

る
伝
承
文
化
の
取
り
組
み
、
中
学

生
に
よ
る
劇
）
笳
ふ
れ
愛
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
泉
南
中
学
校
区
校
園
所
、

地
域
の
方
々
に
よ
る
多
彩
な
出
し

物
や
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
）
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南

中
学
校
（
薀
祟
２
４
７
５
）

▼
と
き
＝
十
月
二
十
四
日
貊
〜
十

月
二
十
六
日
豸
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
十
月
二
十
六
日
豸
は
午
後

四
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
展
示
室
▼
内
容
＝
信
達
・
新

家
公
民
館
で
活
動
中
の
水
彩
画
各

グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
信

達
公
民
館
（
薀
祟
９
２
６
４
）

▼
と
き
＝
笊
十
月
二
十
五
日
貍
午

前
十
時
〜
十
時
四
十
分
笆
十
一
月

五
日
貉
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し

い
読
み
聞
か
せ
会
で
す
▼
対
象
＝

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝

二
〇
人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
・
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

で
は
、
わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
六
日
豸
午
前

九
時
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

市
民
体
育
館
▼
内
容
＝
▽
体
力
測

定
（
開
眼
片
足
立
ち
、
長
座
体
前

屈
、
握
力
、
座
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
）

▽
応
急
処
置
の
施
し
方
（
い
ざ
と

い
う
時
の
知
っ
得
講
習
会
）
▽
わ

い
わ
い
ゲ
ー
ム
（
大
縄
跳
び
、
ス

ロ
ー
イ
ン
グ
・
ビ
ン
ゴ
、
ヒ
ッ
ト

だ
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

▼
携
行
品
＝
上
靴
、
タ
オ
ル
、
運

動
の
で
き
る
服
装
▼
申
込
み
＝
十

月
一
日
貉
〜
十
月
十
九
日
豸
に
直

接
、
市
民
体
育
館
へ
。
ま
た
は
、

ハ
ガ
キ
（
一
枚
で
何
人
で
も
申
込

み
可
）
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
二
の
二
六
の
一
・
市
民
体
育
館

へ
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

泉
南
中
学
校
区
研
究
発

表
会
を
開
催
し
ま
す

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

泉
南
水
彩
画
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
し
ま
す

市
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

心に残る体験を通して、友だちや先生

と感動を共有し、子どもたちの創造性を

豊かにすることを目的に、今年も泉南市

公立幼稚園の園児たちによる歌や遊戯な

どを演じる「キンダーフェスティバル」

を開催します。一生懸命に演じる子ども

たちに、温かい拍手をお願いします。

▼と　き＝10月16日貅

▽午前の部（午前９時40分～11時50分）

▽午後の部（午後１時～２時50分）

▼ところ＝文化ホール

▼出演幼稚園＝▽午前の部（樽井、新家

南、雄信、新家、西信達各幼稚園）

▽午後の部（信達、鳴滝、東、一丘各幼

稚園）

▼入場料＝無料

▼定　員＝５０６人

▼問合せ＝指導課（内線３５９）

楽しく演技する園児たち



号
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
受
講

希
望
（
笊
午
前
の
部
ま
た
は
笆
午

後
の
部
の
い
ず
れ
か
一
方
）
と
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
施
設
管

理
課
へ
▼
そ
の
他
＝
▽
当
日
は
返

信
ハ
ガ
キ
（
参
加
証
）
を
持
参
く

だ
さ
い
▽
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内

線
五
八
一
）

小
さ
い
子
ど
も
が
思
い
っ
き
り

楽
し
め
る
一
時
間
で
す
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
日
豸
午
前
十

一
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館

▼
内
容
＝
人
形
劇
団
コ
コ
ン
の
ガ

ラ
ガ
ラ
ド
カ
ー
ン
※
糸
操
り
に
よ

る
人
形
劇
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
▼

参
加
費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇

〇
円
※
四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合

せ
＝
泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局

（
薀
祟
２
９
０
９
）

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
り
ん

く
う
南
浜
を
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日
豢
（
小
雨

決
行
）
▼
集
合
場
所
＝
大
阪
府
南

部
広
域
防
災
拠
点
（
受
付
は
午
前

八
時
五
十
分
〜
九
時
十
分
）
▼
コ

ー
ス
＝
り
ん
く
う
南
浜
周
辺
▼
対

象
＝
泉
南
地
区
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
▼
種
目
＝
▽
小
学
生
の
部

（
高
学
年
５
〜
６
年
生
）
は
男
子
・

女
子
と
も
２
㌔
、
▽
中
学
生
の
部

は
男
子
３
襭
、
女
子
２
襭
▽
一
般

の
部
は
男
子
５
襭
、
女
子
３
襭
▽

壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
）
は
男

子
３
襭
、
女
子
２
襭
▽
学
童
の
部

（
小
学
１
〜
６
年
生
）
は
男
子
・
女

子
と
も
１
襭
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
保

護
者
と
小
学
生
）
は
１
襭
※
学
童

の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
オ
ー

プ
ン
種
目
で
表
彰
は
な
し
▼
参
加

費
＝
一
般
・
壮
年
の
部
は
一
五
〇

円
※
そ
の
他
は
無
料
▼
申
込
み
＝

十
月
十
三
日
豺
ま
で
に
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

民
体
育
館
へ
（
月
曜
午
後
、
火
曜

日
は
休
館
）
▼
そ
の
他
＝
▽
大
会

中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
応
急
処

置
の
他
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
十
一
月
九
日
豸
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉
佐

野
病
院
・
三
階
大
会
議
室
▼
定

員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ
の

他
＝
▽
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
▽
駐
車
場
は
有
料
で

す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
一
月

七
日
貊
ま
で
に
府
立
泉
州
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
（
薀
磔
９
９
１
１
）

9

ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
十
一
回
幼
児
例
会

笊市内一斉スタンプラリーキャン

ペーン～泉南一周環で再発見の１

週間に！～

▼内　容＝10月25日貍～11月２日

豸にスタンプ台紙を持って、商工

祭のチラシを貼っている市内のお

店や会社を訪ねるとスタンプを押

してくれます。３店分のスタンプ

で豪華賞品の当たる抽選券になり

ます。11月２日豸

にスタンプ台紙を

持って文化ホール

に大集合してくだ

さい。

▼その他＝スタンプ台紙は10月25

日貍に新聞折り込みします。

笆子供向け映画を上映します

▼と　き＝11月１日貍午後１時開

場、１時半上映開始

▼ところ＝文化ホール

▼入場料＝無料。但し、入場条件

としてアルミ缶（空き缶）３個以

上をご持参ください。

▼その他＝上映映画等、詳細につ

いては10月25日貍の新聞折り込み

チラシをご覧ください。

笳第15回泉南市商工祭

▼と　き＝11月２日豸午前10時～

午後４時

▼ところ＝文化ホ

ール

▼内　容＝えんや

こらバトル、えん

やこら市、えんやこらＯＮステー

ジ、子どもの絵画展、スタンプラ

リー抽選会他

▼その他＝無料配布もあります。

何がもらえるかは当日のお楽しみ

‥。

▼問合せ＝泉南市商工会青年部商

工祭実行委員会（薀祟６３６５）

ごみを出すのを
忘れたことはあり
ませんか？
泉南市では、譁

ＮＴＴドコモ関西
と協力し、あらか
じめご登録頂いた携帯電話のメール
アドレスヘ居住地区別のゴミ収集日
をＥメールでお知らせする実証実験
を開始します。ふるって、ご利用く
ださい。
▼内　容＝ごみ収集日前日または当
日の朝、携帯電話にメールでお知ら
せが届きます。
▼費　用＝無料。但し、メール受信
料は利用者のご負担となります
▼実験期間＝平成15年11月１日貍～
平成16月２月29日豸（予定）
▼登録方法＝登録方法、開始日等詳
細については広報せんなん11月号及
び泉南市ウェブサイト等でお知らせ
します。
▼問合せ＝情報管理課（内線３２
８／ e-mail : jyoukan@city.sen
nan.osaka.jp）
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8

悪
質
商
法
等
に
よ
り
被
害
を
受

け
る
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
予
防
策

と
対
処
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
午
前
十

時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
講
師
＝
社
会
福
祉
士
▼

対
象
＝
泉
南
市
民
の
方
▼
定
員
＝

九
〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝

手
話
通
訳
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
月
十
四
日
貂
〜
十
月
二
十

四
日
貊
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二

四
三
／
蕭
祟
７
６
６
７
）

痴
呆
や
障
害
等
で
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
状
態
に
な
っ
て
も
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

制
度
の
基
本
、
費
用
、
手
続
き
を

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
午
後
一

時
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
講
師
＝
社
会
福
祉
士
▼

対
象
＝
泉
南
市
民
▼
定
員
＝
九
〇

人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
手
話

通
訳
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
月
十
四
日
貂
〜
十
月
二
十
四
日

貊
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二
四

三
／
蕭
祟
７
６
６
７
）

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

一
般
的
な
悩
み
や
法
律
、
介
護
保

険
制
度
等
に
つ
い
て
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
午
後
一

時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
相
談
員
＝
司
法
書
士
、
社

会
福
祉
士
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
ご
家
族
▼

費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
▽
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
▽
手
話
通
訳
あ

り
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不

要
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
二
四
三
）

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
の
中
で
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
よ
き

友
人
・
隣
人
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
十
月
三
十
一
日
貊
笆

十
一
月
十
四
日
貊
笳
十
一
月
二
十

一
日
貊
笘
十
一
月
二
十
八
日
貊
※

時
間
は
す
べ
て
午
後
二
時
〜
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
笊
〜
笘
す
べ
て
を
受
講
で
き

る
方
▼
定
員
＝
二
五
人
（
先
着
順
）

▼
内
容
・
講
師
＝
笊
こ
こ
ろ
の
病

に
つ
い
て
／
村
田
章

む
ら
た
あ
き
ら

さ
ん
（
紀
泉

病
院
院
長
）
笆
①
精
神
保
健
福
祉

の
現
状
と
か
か
わ
り
の
視
点
／
油ゆ

谷
啓
子

た
に
け
い
こ

さ
ん
（
大
阪
府
こ
こ
ろ
の

健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
）
②
こ
こ
ろ

の
病
を
持
つ
方
の
た
め
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
／
泉
南
市
高
齢
障
害
福
祉

課
職
員
笳
地
域
で
生
活
す
る
精
神

障
害
者
の
暮
ら
し
／
精
神
障
害
者

当
事
者
、
小
規
模
通
所
授
産
施
設

「
泉
南
フ
レ
ン
ド
」
施
設
長
笘
精
神

保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
／
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
は
ぁ
と
の
会
」
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
十
四
日

貂
以
降
に
、
お
電
話
で
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日
豢
笊
午
前

の
部
は
午
前
十
時
〜
笆
午
後
の
部

は
午
後
二
時
〜
（
雨
天
決
行
）
▼

と
こ
ろ
＝
ブ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
（
屋

内
）
▼
内
容
＝
秋
の
草
花
に
よ
る

寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
▼
対
象
＝

泉
南
市
在
住
・
在
勤
の
方
▼
費

用
＝
一
〇
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

▼
定
員
＝
各
三
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
月
十

五
日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

高
齢
者
向
け

消
費
者
問
題
講
演
会

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
し
た
相
談
会

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

成
年
後
見
制
度
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

泉南地域広域行政推進協議会（岸和田市以南の５市３町
で構成）では、地域の観光資源を再発見し、清掃活動を通
じて環境美化について理解を深めようとエコ・ウォ
ークラリを開催します。
綏泉佐野・田尻ルート
▼と　き＝11月１日貍午前９時～午後２時
（小雨決行／中止の場合は11月２日豸に順延）
▼コース＝JR日根野駅（集合・スタート）～
日根神社
ひね じ ん じ ゃ

・慈眼院多宝塔
じがんいんたほうとう

、金堂～蟻通神社
ありとおしじんじゃ

～
樫井
かし い

古戦場跡～愛らんどハウス～田尻海洋交流
センター～マーブルビーチ（清掃活動・解散）※
約13㎞
絽岬・阪南・泉南ルート
▼と　き＝11月15日貍午前９時半～午後３時（小雨決行／
中止の場合は11月16日豸に順延）
▼コース＝南海みさき公園駅（集合・スタート）～長松海

岸（自然海浜）～金乗寺（大阪緑の100選）～‥歩きながら
清掃活動（1㎞）‥関西電力多奈川発電所（環境学習・昼

食）～南海多奈川駅～電車で移動～南海尾崎駅～尾
崎公民館～西本願寺尾崎別院～男里川

おのさとがわ

河口（自
然干潟）～南海樽井駅（解散）※約12㎞
▼綏絽参加費＝無料※交通費は各自負担
▼綏絽定員＝各300人（多数の場合は抽選）
▼綏絽その他＝昼食は各自ご用意ください
▼綏絽申込み＝10月20日豺（当日消印有効）
までに、往復ハガキまたはeメールに①参加者

全員の氏名、年齢②代表者の氏名、電話番号澆参
加希望コース（綏泉佐野・田尻ルート／絽岬・阪南・

泉南ルート／綛両ルート）を明記の上、〒599－0292（住所
不要）阪南市役所政策企画推進課内泉南地域広域行政推進
協議会事務局（e-mail :kikaku@city.hannan.osaka.jp）へ
▼綏絽問合せ＝政策推進課（内線２８７）



Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
第
四
回
泉
南
市

ど
ん
ぐ
り
コ
マ
ま
わ
し
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
九
日
豸
午
後
一

時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
一
丘
小
学

校
▼
内
容
＝
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
て

コ
マ
を
作
り
、
そ
の
コ
マ
を
回
し

て
タ
イ
ム
を
計
る
▼
募
集
部
門
＝

笊
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
三
年
生

以
下
）
笆
シ
ニ
ア
の
部
（
小
学
四

年
生
以
上
と
大
人
）
※
い
ず
れ
も

五
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
笊
笆
各
二

〇
組
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

申
込
み
＝
参
加
を
希
望
す
る
団
体

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、
友
だ
ち
同
士
）

は
、
十
月
十
日
貊
〜
十
月
三
十
一

日
貊
に
生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

「
お
か
あ
さ
ん
が
お
か
あ
さ
ん
に

な
っ
た
日
」
や
「
せ
と
う
ち
た
い

子
さ
ん
」
で
人
気
の
絵
本
作
家
・

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
の
講
演
会
＆
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貊
午
前

十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
定
員
＝

一
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
＝
十
月
十
日
貊
〜
十
月
二
十
日

豺
の
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
一
時
保
育
の
要

否
を
「
絵
本
の
会
・
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

事
務
局
（
薀
蕭
祕
１
２
６
８
／
薀

蕭
祟
４
９
７
９
）
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
未

就
園
児
で
費
用
は
無
料
。
定
員
は

三
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
そ
の
他
＝
こ
の
事
業
は
子
ど
も

ゆ
め
基
金
助
成
金
子
ど
も
の
読
書

活
動
助
成
事
業
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
地

域
で
楽
し
く
就
学
し
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
現
状
と
課
題
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
午
後

三
時
〜
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
テ
ー
マ
＝
障
害
を
持
つ

子
供
た
ち
の
就
学
に
伴
う
現
状
と

課
題
▼
講
師
＝
杉
本
健
郎

す
ぎ
も
と
た
て
お

さ
ん

（
関
西
医
大
小
児
科
助
教
授
）
▼
入

場
料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
手
話
通

訳
、
一
時
保
育
が
必
要
な
場
合
は

申
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
四

日
貂
ま
で
に
、
お
電
話
で
あ
い
ぴ

あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０
７
／
祕
０

９
０
９
）

譛
大
阪
府
国
民
年
金
福
祉
協
会

で
は
、「
わ
か
り
や
す
い
年
金
の
話
」

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
九
日
貉
午
前

九
時
二
十
分
〜
午
後
一
時
半
（
講

演
、
個
別
相
談
）
▼
と
こ
ろ
＝
サ

ン
ヒ
ル
阪
南
（
阪
南
市
桃
の
木
台
）

▼
講
師
＝
高
橋
嘉
明

た
か
は
し
よ
し
あ
き
さ
ん
（
社
会

保
険
労
務
士
）
▼
定
員
＝
一
〇
〇

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
十
月
三
十
一
日
貊
ま

で
に
、
電
話
で
サ
ン
ヒ
ル
阪
南

（
薀
礑
０
８
８
８
）
へ
▼
そ
の
他
＝

受
講
者
に
は
十
一
月
十
日
豺
ま
で

に
受
講
票
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
二
五
五
）

11

あ
い
ぴ
あ
福
祉
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

年
金
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

スポーツや文化的活動を通じて新し
い発見と友だちをつくりませんか。
▼とき・ところ＝笊10月25日貍／あい
ぴあ泉南笆11月30日豸／樽井公民館笳
12月21日豸／古代史博物館笘平成16年
１月25日豸／史跡海会寺跡広場笙２月
22日豸／りんくう体育館
※時間は午後１時～４時（笊のみ午後
１時半～４時）
▼内　容＝レクリエーション、スポー
ツ、創作、野外活動、季節遊び等
▼対　象＝府内在住の６歳～18歳の児
童生徒（障害のある方を優先します。
但し、開催会場まで自力または各ご家
庭の送迎により参加できる方）
▼参加費＝無料。但し、野外活動等で
の材料費（500円程度）は各自負担くだ
さい
▼定　員＝各20人（多数の場合は抽選）
▼申込み＝生涯学習課、市内各公民館、
紀泉わいわい村に備え付けの申込用紙
に必要事項を記入の上、郵送またはフ
ァクスで〒590－0511泉南市信達葛畑
207番地・大阪YMCA紀泉わいわい
村・学校休業日プログラム（薀祕０６
６１／蕭祕０６６２）へ
▼問合せ＝生涯学習課（内線２１７）

人
気
の
絵
本
作
家

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
講
演
会

ど
ん
ぐ
り
コ
マ
ま
わ
し

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

文化ホールでは、桂三枝さん
による独演会を開催します。
▼と　き＝11月14日貊午後６時
半開場、７時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自
由）
▼内　容＝桂三枝

かつらさんし

さんによる独
演会
▼入場料＝▽一般／前売2,000円
（当日2,500円）▽割引／前売1,500
円（当日2,000円）※割引対象は
高校生以下、60歳以上、障害者
の方及びその介護者
▼チケットの販売＝現在、文化
ホールにて好評販売中（販売時

間は午前10時～午後５時で月曜、
祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗７
７６７）
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▼
と
き
＝
十
一
月
七
日
貊
午
前
十

時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
テ
ー
マ
＝
子
育
て
中

の
あ
な
た
へ
パ
ー
ト
７
▼
講
師
＝

里
見
恵
子

さ
と
み
け
い
こ

さ
ん
（
大
阪
府
立
大
学

社
会
福
祉
学
部
教
授
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
月
十
七

日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

一
時
保
育
（
先
着
五
〇
人
で
市
内

在
住
の
方
を
優
先
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）
と
生
年
月
日
。
返
信
用
に

ご
自
分
の
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

一
の
八
の
四
七
・
泉
南
市
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
内
家
庭
児
童
相
談

室
へ
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
家
庭
児

童
相
談
室
（
薀
祕
１
５
８
６
）

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
は
ぁ
と
の
会
」
で
は
、

こ
こ
ろ
の
病
を
考
え
る
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。
誰
も
が
か
か
り
得

る
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
七
日
貊
午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
演
劇
、

ラ
イ
ブ
、
ト
ー
ク
▼
出
演
＝
八
尾

市
精
神
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ち
の
く
ら
ぶ
」
の
演
劇
グ
ル

ー
プ
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
※
精
神
障

害
者
が
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
支
援
す
る
場

「
ち
の
く
ら
ぶ
」
の
中
の
当
事
者
に

よ
る
演
劇
グ
ル
ー
プ
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は

不
要
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
九
）

▼
と
き
＝
十
一
月
八
日
貍
、
十
一

月
九
日
豸
の
午
前
九
時
半
〜
午
後

四
時
（
九
日
は
午
後
三
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
刑
務
所
（
堺
市

田
出
井
町
六
の
一
・
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

堺
市
駅
か
ら
徒
歩
五
分
）
▼
内

容
＝
▽
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

即
売
（
全
国
の
刑
務
所
が
参
加
）

▽
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
緞
通

だ
ん
つ
う

、
唐
木
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
他
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問

合
せ
＝
大
阪
刑
務
所
（
薀
０
７

２
・
２
３
８
・
８
２
６
９
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
く
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
日
豺
、
十
一

月
十
二
日
貉
、
十
一
月
十
四
日
貊
、

十
一
月
十
七
日
豺
、
十
一
月
十
九

日
貉
、
十
一
月
二
十
一
日
貊
※
い

ず
れ
も
午
後
一
時
〜
四
時
（
全
六

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
療
育
手
帳

所
持
者
▼
定
員
＝
五
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
十
月
三
十
日
貅
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

療
育
手
帳
の
有
無
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
一
の
八
の
四
七
・
あ
い
ぴ
あ
泉

南
知
的
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
係

へ
▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

（
薀
祕
０
７
０
７
／
蕭
祕
０
９
０

９
）泉

南
市
商
工
会
で
は
、
税
制
改

正
に
伴
う
消
費
税
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
十
二
日
貉
笆

十
一
月
十
八
日
貂
笳
十
一
月
二
十

七
日
貅
※
い
ず
れ
も
午
後
二
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
笊
信
達
公
民
館
笆
樽

井
区
民
セ
ン
タ
ー
笳
新
家
公
民
館

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６

３
６
５
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南
の
く
る
み
絵
や

絵
手
紙
講
座
の
講
座
生
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
陶
芸
、
レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト
、
絵
画
、
書
道
教
室

の
受
講
生
ら
に
よ
る
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

こ
も
っ
た
入
魂
の
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
〜
十

一
月
二
十
一
日
貊
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
※
十
一
月
十
六
日
豸
は
除

く
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０
７
／
蕭

祕
０
９
０
９
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南

い
き
い
き
作
品
展

関
西
矯
正
展
を

開
催
し
ま
す

知
的
障
害
者
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
病
を

考
え
る
つ
ど
い

消
費
税
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

泉南市青少年指導員協議会・泉南市教育

委員会では、青少年の健全育成とたくまし

い子どもたちの成長を図るため、

ちびっこ相撲大会を開催しま

す。

▼と　き＝11月２日豸午

前９時半～午後４時（受

付は午前９時～）

▼ところ＝市民体育館

▼対　象＝市内在住の小学

１年～６年生の男女及び泉南

市スポーツ少年団加入者

▼競技方法＝▽学年、男女別個人戦（トー

ナメント方式）

▼参加費＝無料

▼申込み＝10月15日貉までに、参加申込み

用紙に必要事項を記入の上、市内各小学校

または生涯学習課へ

▼その他＝▽運動のできる服

装で参加ください▽表彰は

優勝、準優勝、３位で全

員に参加賞あり▽競技中

に発生したケガ等につい

ては、応急処置のほか一

切の責任を負いません▽昼

食は各自ご用意ください▽上

靴（保護者・応援の方も含む）を

各自ご持参ください▽子どもの行き帰り等

の安全については各ご家庭で配慮ください。

▼問合せ＝生涯学習課（内線２５２）
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あいぴあ泉南では平成９年から障害者デイサービ
スを実施しています。平成１５年４月から支援費制
度が施行され、あいぴあ泉南でのデイサービスも大
阪府より事業者指定を受け、一事業者「あいぴあデ
イサービスセンター」としてサービス展開を行って
います。
障害者デイサービスとは障害の状態にあわせて、

身体機能の維持向上・社会参加と自立の促進、生活
の改善を図ることを目的に通所による機能訓練、創
作的活動など各種サービスを提供するものです。
あいぴあデイサービスセンター事業者指定の概要

は次のとおりとなっています。
【身体障害者デイサービス】

▼事業所番号＝27000100268126
▼営業日＝月曜日・水曜日・金曜日
▼営業時間＝午前10時～午後３時
▼利用定員＝１５人
▼利用料＝市が定める額
▼内　容＝基本型Ａ、給食サービス、送迎サービス　
▼サービス提供地域＝泉南市全域

【知的障害者デイサービス】

▼事業所番号＝27000200268125
▼営業日＝月曜日・水曜日・金曜日
▼営業時間＝午前10時～午後３時
▼利用定員＝１０人
▼利用料＝市が定める額
▼内　容＝基本型Ａ、給食サービス、送迎サービス　
▼サービス提供地域＝泉南市全域
あいぴあでは創作活動として毎週個性あふれる講

師陣のもと、陶芸教室・絵画教室・書道教室・レザ
ークラフト教室の４教室を開催し、その他水泳やバ
レー、エアロビクス、ウォーキング、ゲーム大会な
どのスポーツ・レクリエーション、月に一度の外国
人講師による英会話レッスン、ユニバーサルスタジ
オジャパン・カラオケ・バーベキューなどの外出行
事と多彩なメニューで楽しく活動しています。
このサービスをご利用になるには、居宅生活支援

費（デイサービス）の支給決定を受けた方が対象と
なります。
７月末現在身体障害者デイサービス２３人、知的

障害者デイサービス１３人の登録者があり、４月か
ら1,000人（延べ数）の方に各種サービスをご利用い
ただいています。定員の遵守が定められているため、
定員を超えてのサービス提供はできません。
※登録後しばらくお待ちいただく場合がありますが、
ご了承ください。
あいぴあデイサービスセンターでは、障害をもつ

皆さんの自立支援を皆さんとともに考えながら個性
を大切に支援していきます。自立に向かっての支援、
それは人それぞれ違うものです。「障害を持っている
から…」と何かをあきらめていませんか？　夢を追
いかけてみたい人・好きなことをとことん追求して
みたい人、今何をすればいいのかわからないけれど、
何かをしてみたい人など。デイサービスに通うかけ
がえのない仲間たち、そして私たちスタッフと一緒
にあなたのなにか（自立）を探してみましょう。そ
してあなたの考えた夢をかなえてみましょう。お待
ちしています。
▼私たちスタッフが応援します

（理学療法士・作業療法士・社会福祉士・保健師等）

▼問合せ＝あいぴあ泉南（薀祕０７０７／蕭祕０９
０９）
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▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
日
貅
午
前

十
一
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
泉
南
市

に
住
民
登
録
し
、
今
年
度
中
に
婚

姻
後
五
〇
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

婦
▼
申
込
み
＝
対
象
と
な
る
方
は
、

十
月
三
十
一
日
貊
ま
で
に
高
齢
障

害
福
祉
課
へ
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
※
申
込
み

時
に
婚
姻
年
月
日
を
申
し
出
て
い

た
だ
き
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
七
）

ゲ
ー
ム
感
覚
の
遊
び
を
通
し
て

気
持
ち
を
言
語
化
し
た
り
、
子
ど

も
の
目
線
に
合
わ
せ
て
見
る
こ
と

で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
は
何
が
大
切
な
の
か
気
づ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
二
十
九
日
貍

笆
十
二
月
七
日
豸
の
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
▼
対
象
＝
親
子
や
家
族
。
子
ど

も
は
三
歳
以
上
、
兄
弟
で
三
歳
未

満
は
入
場
可
▼
講
師
＝
北
野
真
由

き

た

の

ま

ゆ

美み

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
え
ん
ぱ

わ
め
ん
と
堺
／
Ｅ
Ｓ
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝

十
月
三
十
一
日
貊
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
に
親
子
参

加
型
講
座
受
講
希
望
、
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
返
信

用
ハ
ガ
キ
に
は
ご
自
分
の
宛
名
を

明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一

六
・
樽
井
公
民
館
気
付
・
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
係
（e-m

ail
:m
eriranndo

@
yahoo.co.jp

）
▼
問
合
せ
＝
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
事
務
局
（
薀
祗
７
９
２

２
）身

体
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と
心

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
市

民
体
育
館
▼
参
加
費
＝
▽
月
額
一

五
〇
〇
円
▽
年
間
保
険
料
一
五
〇

〇
円
▽
体
育
館
使
用
料
二
〇
〇
円

（
一
回
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉

南
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
薀
祗
０
０
５
３
）

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導
員

及
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
補

助
員
▼
対
象
＝
六
十
歳
ま
で
の
健

康
な
方
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
履

歴
書
を
持
参
の
上
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー

金
婚
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨

時
職
員
登
録
を
受
付

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

部
員
を
募
集
し
ま
す

遊
び
の
中
か
ら
学
ぼ
う

親
子
参
加
型
講
座

２歳になると行動範囲が広がり、
他の子どもとのかかわりを少しずつ
求めるようになります。子どもの年
齢に合わせた遊びを楽しみながら親
子で楽しく友だちづくりをしません
か。
▼と　き＝11月6日貅、11月13日
貅、11月20日貅、11月27日貅
※時間はすべて午前10時～11
時30分▼ところ＝子育て支援
センター・ひだまり※前回の
びっ子教室に参加した方はご
遠慮ください▼対　象＝平成
12年４月２日～平成13年４月
１日に生まれた子どもとその保
護者▼内　容＝ふれあい遊び、リ
トミック、スタンプ遊び、新聞で遊
ぼう、砂場遊び、身体計測、おやつ
の時間等▼参加費＝無料※おやつ代
は各自負担ください▼定　員＝15組
（多数の場合は抽選）▼申込み・問合
せ＝10月17日貊までに、お電話で子
育て支援センター・ひだまり（薀祚
３３７１）

生後３か月までの一番しんどい時
期も友だちと一緒なら乗り越えられ
るよ！

▼と　き＝11月7日貊、11月14日貊、
11月21日貊、11月28日貊※時間は
すべて午前10時～11時30分▼とこ
ろ＝子育て支援センター・ひだまり

▼対　象＝妊婦さん▼内　容＝保健
師さんのはなし、先輩ママとの交流、
おもちゃづくり、保育所（0歳児）見
学など▼参加費＝無料▼定　員＝15
人（多数の場合は抽選）▼その他＝
一時保育あり▼申込み・問合せ＝10
月17日貊までに、お電話で子育て支
援センター・ひだまり（薀祚３３７
１）

子育て支援センター・ひだま
りのスタッフが出前保育（紙芝
居、手遊び、エプロンシアター
など）をします。
▼と　き＝笊10月15日貉笆11
月19日貉※時間はいずれも午前
10時～11時で雨天中止▼ところ＝
笊りんくう南浜公園（岡田浦漁港近
く）笆一岡神社（古代史博物館前）
▼対　象＝就学前の子どもと保護者
▼内　容＝紙芝居、手遊び、エプロ
ンシアター、親子での遊びなど▼申
込み＝事前申込みは不要▼問合せ＝
子育て支援センター・ひだまり（薀
祚３３７１）

・・子育て支援センター・・・・・子育て支援センター・・・



要
望
や
苦
情
、
相
談
を
受
け
、
行
政
評
価
局

等
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
あ

た
り
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
三
日
貅
午
後
二
時
〜
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
泉
南
市

の
行
政
相
談
員
＝
▽
松
本
啓
子

ま
つ
も
と
け
い
こ

さ
ん
（
新
家

三
三
七
九
の
一
一
九
・
薀
祗
０
８
７
７
）
▽

金
田
辰
之

か
な
た
た
つ
ゆ
き

さ
ん
（
男
里
四
の
五
の
四
・
薀
祟

６
９
２
５
）
▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
五
六
）

交
通
事
故
等
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検

察
官
が
事
故
の
加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
（
不
起
訴
処
分
）。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分

の
よ
し
あ
し
を
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
検
察
審
査
委
員
が
審
査
を
す
る
、
そ
れ

が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
係

る
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
岸
和
田
検
察
審
査
会
事
務
局

（
薀
矜
２
４
０
０
）

行
政
書
士
が
様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
貍
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
岸
和
田
波
切
ホ
ー
ル
一
階

祭
り
の
広
場
※
南
海
岸
和
田
駅
よ
り
徒
歩
一

〇
分
▼
相
談
内
容
＝
相
続
、
遺
言
手
続
き
、

帰
化
申
請
、
在
留
資
格
取
得
、
農
地
転
用
、

境
界
明
示
、
交
通
事
故
、
営
業
許
認
可
、
法

人
設
立
、
知
的
財
産
権
、
示
談
書
、
契
約
書

等
▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
行
政
書
士
会

泉
州
支
部
（
薀
祚
８
３
３
３
）

泉
南
警
察
署
で
は
、
十
月
十
一
日
貍
〜
二

十
日
豺
の
期
間
、
全
国
地
域
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
警
察
と
地
域
住

民
の
方
々
が
協
力
し
て
、
犯
罪
や
事
故
、
災

害
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
は
▽
ひ

っ
た
く
り
事
件
の
撲
滅

▽
空
き
巣
、
忍
び
込
み
、

侵
入
盗
の
防
止
▽
自
転

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止
▽
青
少
年
の
非

行
防
止
等
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近

な
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
を
、
防
犯

委
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
推
進
し
ま
す
。

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
各
種
情
報
提
供

等
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
生
活
安
全
課
（
薀

磚
１
２
３
４
）
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10月23日貅 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

10月2日、9日、23日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

樽井公民館 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

特設行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所家庭児童相談室 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前9時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

秋
の
全
国
地
域
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

大
阪
府
行
政
書
士
会

無
料
法
律
相
談
会

重
度
障
害
に
よ
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
十
八
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
在
宅
重

度
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二

級
所
持
者
）
を
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に

激
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
六
か
月
以
上
居
住
し
、
生

計
を
同
じ
く
す
る
重
度
身
体
障
害
者
の
食
事
、

入
浴
、
排
泄
な
ど
の
介
護
を
常
時
行
っ
て
い

る
方
▼
支
給
額
＝
一
五
〇
〇
〇
円
（
年
額
）

▼
そ
の
他
＝
施
設
に
通
所
し
て
い
る
方
、
介

護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
除
く
▼

申
込
み
＝
十
月
一
日
貉
〜
十
月
二
十
日
豺
に

印
鑑
を
持
参
の
上
、
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

十
月
一
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
五
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
る
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
国
、

府
そ
し
て
市
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
関
連
施
策

な
ど
を
決
定
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
向
上
に

大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、
調
査
員

が
九
月
下
旬
に
調
査
票
を
お
届
け
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票

は
、
十
月
上
旬
に
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

調
査
結
果
を
統
計
以
外
の
目
的
に
利
用
し
た

り
、
他
に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険
者
の

方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ
い
う
っ
か
り
」

の
未
納
期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一
の
事
故

の
時
に
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

納
期
限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料

は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期
間
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
、
年
金
の
受
給
権
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝
年
金

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を
事
業
所

に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

総
務
省
で
は
、
十
月
二
十
日
豺
か
ら
二
十

六
日
豸
ま
で
の
期
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
内
に
お
い
て
も
、
近
畿
管
区
行
政
評

価
局
が
主
催
で
大
阪
市
、
東
大
阪
市
、
堺
市

に
お
い
て
次
の
と
お
り
、
一
日
合
同
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
所
名
＝
笊
大
阪
合
同
行
政
相
談
所
笆

東
大
阪
合
同
行
政
相
談
所
笳
堺
合
同
行
政
相

談
所
▼
と
き
＝
笊
十
月
二
十
日
豺
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
笆
十
月
十
六
日
貅
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
笳
十
一
月
十
一
日
貂
午
前
十
時
〜

午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
大
丸
百
貨
店
心
斎

橋
店
本
館
七
階
特
設
会
場
笆
東
大
阪
市
立
市

民
会
館
三
階
大
集
会
室
笳
堺
タ
カ
シ
マ
ヤ
九

階
特
設
会
場
▼
相
談
を
お
受
け
す
る
機
関
＝

笊
大
阪
法
務
局
、
大
阪
国
税
局
、
大
阪
府
、

大
阪
市
笆
大
阪
法
務
局
、
大
阪
国
税
局
、
東

大
阪
社
会
保
険
事
務
所
、
東
大
阪
市
笳
大
阪

法
務
局
、
大
阪
国
税
局
、
堺
東
・
堺
西
社
会

保
険
事
務
所
、
堺
市
▼
そ
の
他
＝
笊
に
は
石

原
さ
と
み
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
て
る
て
る
家
族
」
ヒ
ロ
イ
ン
を
一
日
所
長
に

お
迎
え
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課

（
内
線
五
八
三
）

泉
南
市
で
は
、
十
月
二
十
日
豺
か
ら
十
月

二
十
六
日
豸
の
秋
の
行
政
相
談
週
間
に
特
設

行
政
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

行
政
相
談
と
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
員
が
、
行
政
の
仕
事
に
関
し
て
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nf ormat i
i

o n
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

重
度
身
体
障
害
者
介
護
者

激
励
金
を
支
給
し
ま
す

秋
の
行
政
相
談
週
間

特
設
行
政
相
談
室

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
健
康
保
険
等
、

社
会
保
険
制
度
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
七
日
貊
午
前
十
時
半
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
ジ
ャ
ス
コ
シ
テ
ィ
日
根

野
二
階
モ
ー
ル
（
泉
佐
野
市
日
根
野
二
四
九

六
の
一
）
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線

二
五
五
）

高
年
齢
者
の
高
い
就
業
意
欲
や
豊
か
な
知

識
と
経
験
を
活
か
し
、
希
望
す
れ
ば
誰
で
も

六
十
五
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
「
六
十

五
歳
現
役
社
会
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
（
薀
磋

０
５
６
５
）

泉
南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
及
び
市
内
各
地
区

の
祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

等
に
よ
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
次
の
と
お
り
一

部
変
更
・
休
止
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

笊
一
部
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月
五

日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
▽
山
回
り
（
第
三
便
、

第
四
便
）
▽
南
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
、

第
四
便
）
▽
北
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
）

▽
中
回
り
（
第
二
便
、
第
三
便
）

笆
終
日
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月
十

一
日
貍
、
十
月
十
二
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝

す
べ
て
の
運
行
を
休
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
南
海
ウ
イ
ン
グ
バ
ス
南
部
譁

（
薀
磅
０
６
０
１
）
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
三

四
八
）

17

十
月
は
高
齢
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

さ
わ
や
か
バ
ス

運
行
休
止
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
一
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 筌 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 璞 璧 瓊 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

10月1日～11月8日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 縋 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 珸 笋 筌 筅 琿 瑟
瑙 繞 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 繻 箍 璞 璧 瓊 珈
玳 珎 笘 笙 笞 珮 珞  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

10月1日～11月8日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 縋 笵 珞 璢 琅 瑯
笄 筍 笋 琺 瑕 琿 瑟
瑙 繞 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 繻 箍 璞 璧 瓊 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
（早く閉館する場合があります） 

10月1日～11月8日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

発病原因が不明で、治療

方法が確立していない難病

のうち、特定の疾患者（小

児慢性特定疾患を含む）の

方に給付金が支給されます。

▼対　象＝10月１日現在、

泉南市に住民登録または外

国人登録されている方で特

定疾患者または小児慢性特

定疾患者の方

▼支給額＝17,500円（年額）

▼申込み＝10月１日貉～10

月31日貊に印鑑を持参の上、

高齢障害福祉課へ

▼添付書類＝大阪府発行の

特定疾患医療受給証、特定

疾患登録者証、小児慢性特

定疾患治療費援助承認決定

通知書又は診断書（※過去

に受給されている方も必要）

▼特定疾患の種類＝▽ベー

チェット病▽多発性硬化症

▽重症筋無力症▽全身性エ

リテマトーデス▽スモン▽

再生不良性貧血▽サルコイ

ドーシス▽筋萎縮性側索硬

化症▽強皮症、皮膚筋炎及

び多発性筋炎▽特発性血小

板減少性紫斑病▽結節性動

脈周囲炎▽潰瘍性大腸炎▽

大動脈炎症候群▽ビュルガ

ー病▽天疱瘡▽脊髄小脳変

性症▽クローン病▽難治性

肝炎のうち劇症肝炎▽悪性

関節リウマチ▽パーキンソ

ン病関連疾患（進行性核上

性麻痺、大脳皮質基底核変

性症、パーキンソン病）▽

アミロイドーシス▽後縦靭

帯骨化症▽ハンチントン病

▽モヤモヤ病（ウィリス動

脈輪閉塞症）▽ウェゲナー

肉芽腫症▽特発性拡張型

（うっ血型）心筋症▽多系統

萎縮症（線条体黒質変性症、

オリーブ橋小脳萎縮症、シ

ャイ・ドレーガー症候群）

▽表皮水疱症（接合部型及

び栄養障害型）▽膿疱性乾

癬▽広範脊柱管狭窄症▽原

発性胆汁性肝硬変▽重症急

性膵炎▽特発性大腿骨頭壊

死症▽混合性結合組織病▽

原発性免疫不全症候群▽特

発性間質性肺炎▽網膜色素

変性症▽プリオン病▽原発

性肺高血圧症▽神経線維腫

症▽亜急性硬化性全脳炎▽

バッド・キアリ（Bud d -

Chiari）症候群▽特発性慢性

肺血栓塞栓症（肺高血圧型）

▽ライソゾーム病（ファブ

リー病含む）▽副腎白質ジ

ストロフィー

▼問合せ＝高齢障害福祉課

（内線３０９）

平
成
十
五
年
十
月
よ
り
「
平
成
十
五
年
度

に
お
け
る
国
民
年
金
法
に
よ
る
年
金
の
額
等

の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

児
童
扶
養
手
当
の
月
額
が
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
金
額

の
改
定
は
十
二
月
の
お
振
り
込
み
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

▼
扶
養
手
当
月
額
＝
▽
全
部
支
給
は
四
二
三

七
〇
円
が
蝸
四
二
〇
〇
〇
円
に
▽
一
部
支
給

は
四
二
三
六
〇
円
〜
一
〇
〇
〇
〇
円
が
蝸
四

一
九
九
〇
円
〜
九
九
一
〇
円
に
▼
問
合
せ
＝

児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目

的
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一
月
か
ら

四
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制

限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五
〇
〇

〇
円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三
子
以

降
は
一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お
い

て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
方
）
名

義
の
銀
行
等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
児
童
福

祉
課
で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

但
し
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
笊
〜
笵
の

よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

笊
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者
が

退
職
し
た
と
き
笆
出
生
な
ど
に
よ
り
、
支
給

対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と
き
笳
受
給
者

の
住
所
が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
笘

児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
笙
受
給
者
、

児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
笞
受
給
者
が

公
務
員
と
な
っ
た
と
き
笵
支
払
い
希
望
金
融

機
関
を
変
更
し
た
い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ

ま
す
と
、
受
給
で
き
る
月
分
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

大
阪
府
で
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
民

が
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
平
成
十
四
年

に
「
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に

基
づ
き
、
オ
ー

ル
大
阪
で
府
民

運
動
に
取
り
組
む
推
進
体
制
と
し
て
「
大
阪

府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
が
設
置

さ
れ
、
ひ
っ
た
く
り
発
生
件
数
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
や
各
種
街
頭
犯
罪
の
さ
ら
な
る
減
少
を

目
標
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す

る
府
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

十
月
か
ら
新
し
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
試
行

巡
回
を
始
め
ま
す
。

▼
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
名
＝
ル
ナ
り
ん
く
う
▼
巡

回
日
＝
第
一
、
三
木
曜
日
の
午
後
二
時
〜
二

時
半
▼
巡
回
場
所
＝
ル
ナ
り
ん
く
う
海
の
み

え
る
公
園

ま
た
、
十
月
か
ら
次
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

巡
回
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

笊
浜
老
人
集
会
場
▼
巡
回
日
＝
第
二
、
四
金

曜
日
の
午
後
二
時
〜
二
時
四
十
五
分
笆
西
信

達
公
民
館
▼
巡
回
日
＝
第
二
、
四
金
曜
日
の

午
後
三
時
〜
四
時
。
な
お
、
金
熊
寺
の
巡
回

は
、
し
ば
ら
く
の
間
休
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※ふるってご利用ください 

10月1日～11月6日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号10月／11月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
ルナりんくう 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
関空山の手台 
砂川集会所前 
青少年センター 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

巡回日 
10月 11月 

ステーション名 時間 
巡回日 

10月 11月 
水 
水 
木 
木 
金 
金 
水 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

水 
木 
木 
金 
金 

3:00～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

26日 

27日 
28日 
28日 

12日 
27日 13日 

13日 
14日 
14日 

22日 

23日 
24日 
24日 

8日 
23日 9日 

9日 
10日 
10日 

5日 19日 
5日 19日 
6日 20日 
6日 20日 
7日 21日 
7日 21日 
12日 26日 

1日 15日 
1日 15日 
2日 16日 
2日 16日 
3日 17日 
3日 
8日 
17日 
22日 

　 　 　 珈 玳 膠 玻
珀 笞 珮 珞 璢 膰 瑯
琥 筍 笋 琺 瑕 膺 瑟
瑙 筧 瑜 瑩 瑰 臚 瑪
瑶 箟 璋 璞 璧 箋 珈
玳 笳 笘 珀 珥 腟 珞  

児
童
扶
養
手
当
の
月
額
が

改
定
さ
れ
ま
す

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
・
安
全
な
大
阪

児
童
手
当
／
特
例
給
付
／
就
学

前
特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

大阪安全宣言



利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間
内

に
、
備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用
封
筒

を
利
用
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
切
手

を
貼
付
、
手
数
料
分
の
定
額
小
為
替
を
同
封

（
現
金
書
留
も
可
）
し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た
り
）

は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
三
〇
〇
円
▼
戸
籍

謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼
除
籍
謄
・
抄
本
＝

七
五
〇
円
▼
原
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円

▼
私
的
年
金
現
況
届
＝
二
〇
〇
円
▼
公
的
年

金
現
況
届
＝
無
料

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）
内
の
人
で

す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
や
雑
誌
、

Ａ
Ｖ
（
視
聴
覚
）
資
料
の
検
索
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/

）

の
施
設
情
報
「
図
書
館
」
か

ら
「
蔵
書
検
索
」
に
お
入
り

く
だ
さ
い
。
検
索
用
の
メ
イ

ン
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
、

以
降
は
画
面
の
指
示
に
従
っ

て
お
進
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
び
ん
専
用

袋
（
青
色
文
字
）
に
、
か
ん
・
び
ん
を
一
緒

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
袋

（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
絶
対
に
他
の
資
源

ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
＝
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋

（
黒
色
文
字
）
に
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
だ
け
を
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み
は

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
り
、

ご
み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
収
集

業
務
や
再
資
源
化
処
理
に
支
障
が
で
ま
す
。

円
滑
な
処
理
を
行
う
た
め
、
か
ん
・
び
ん
以

外
は
絶
対
に
混
合
で
指
定
袋
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
袋
以
外
の
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合
は

収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
収
集
日
（
す
べ
て
の
ご
み
）
は
午

前
九
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ

分
別
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
館

の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す

住
民
票
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

花と緑いっぱいの園庭では、毎日のように網を持ち、虫さが
しに夢中！そんな雄信幼稚園の軆のびっ子躱たちは、地域の豊
かな自然や温かな人々と関わり、多様な体験を重ねながら「生
きる力」の基礎を育んでいます。
▼雄信小学校との交流　　
４月。１、２年生と一緒にレンゲ畑へ。レンゲの花束や首飾

りを作ったり、レンゲのお布団の上に寝転がったり‥。草のに
おいに包まれて自然や人と関わる貴重な体験ができました。６
月。地域に伝わる伝統芸能・ソーレーサー音頭を男里郷土芸能
保存会の方々に教えていただき、１、２年生と一緒に踊りまし
た。７月。５年生とプール遊び。水の中でおんぶやだっこをし

てもらったり、浮き
輪の中に入っている
と後ろから押してく
れたり、初めは少し
緊張していた子もい
つのまにかお兄ちゃ
ん・お姉ちゃんに安
心して寄り添い、水
の爽快さとほんのり
と温かい心の通い合
いを感じるひととき
となりました。

▼地域の方々と
竹の子掘り、田植

え、ミカン狩り、焼
き芋大会‥。地域の
方々には、子どもた
ちがふだん体験でき
ないような様々な機
会を提供いただいて
います。また、「子
どもたちに‥」とイ
チゴやサクランボ
等、四季折々のプレ
ゼントも。今までスイカが苦手だった子もスイカが大好きにな
り、家族をびっくりさせたこともありました。そして、雄信幼
稚園恒例の軆夏の夕べの集い躱では、伝承文化の継承の一端を
担えればと毎年、地元で唄い、踊り継がれている「ソーレーサ
ー音頭」をみんなで楽しく踊っています。
こころが動き、いろんな遊びから学び、「やっぱり」と納得

しながら次の活動に活かせていくこの時期、子どもたち一人ひ
とりをきめ細かく見つめながら、地域に愛される雄信幼稚園を
めざしています。皆さん、子どもたちの笑顔いっぱいの雄信幼
稚園にぜひ、遊びにいらしてください。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し

の
交
付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保

有
す
る
自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の

交
付
を
求
め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の

受
付
、
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料
の
閲
覧
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、

午
後
〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の

他
＝
コ
イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し

て
い
ま
す
※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一

〇
円
（
Ｂ
５
〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合

せ
＝
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
内
線
三
六
一
）

十
月
十
三
日
豺
の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご

み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日

を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ

ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九

時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て

か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

十
月
は
グ
リ
ー
ン
購
入
＆
ノ
ー
！
包
装
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
月
間
で
す
。

特
に
十
月
五
日
豸
は
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も

お
買
い
物
の
時
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交

付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間

以
外
の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証

明
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

但
し
、
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人

が
暗
証
番
号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印

鑑
登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た

証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ

る
場
合
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月

二
十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、

土
日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、

毎
月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後

三
時
ま
で
▼
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内

線
二
五
八
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
、

ば
い
煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害

物
質
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発
生
の
原
因

と
も
な
り
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に

よ
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、

愛
情
を
持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン
を

持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）
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お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー

み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す

あ
な
た
の
野
焼
き

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
す

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

現在建設中の２本目の
滑走路を走ってみません
か。ふるって、ご参加く
ださい。
▼と　き＝10月26日豸
▼種　目＝笊親子ミニマ
ラソンの部（２㎞で午後
１時半～）
笆ちびっ子マラソンの部
（３㎞で午後２時～）
▼対　象＝笊子どもとそ
の保護者
笆５歳以上小学６年生ま
での子ども※低年齢者に
は、保護者の方が同伴で
お越しください
▼参加費＝笊1,000円笆
500円
▼定　員＝笊300組笆300

人（多数の場合は抽選）
▼申込み＝10月20日豺ま
でにお電話、ファクスで
出場種目、出場者・保護
者氏名、電話番号を明記
の上、関西国際空港譁財
務部内・駅伝大会事務局
（薀碚２１２８／蕭碚２
０４４）
▼問合せ＝同大会事務局
（薀碚２１２８）

シリーズ：関西国際空港情報NO.41

10
月
13
日
豺 

10
月
14
日
貂 

10
月
14
日
貂 

10
月
15
日
貉 

第10回関空駅伝記念大会に参加しませんか



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.10）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊10月１日貉 
笆11月５日貉 

笊平成15年５月生 
笆平成15年６月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

10月22日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年３月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

10月８日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年３月生 

10月16日貅 
午後１時～１時半 平成13年９月生 

10月23日貅 
午後１時半～２時 平成13年３月生 

歯みがき教室 10月23日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年８月生 
平成14年２月生 

10月2日貅、24日貊、30日貅、 
11月10日豺午後１時半～２時半 
10月１日貉ツベルクリン反応検査 
10月３日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

風しんの予防接種 10月20日豺 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
10月16日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

10月６日豺、15日貉、 
20日豺、27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

10月20日豺 
午後１時～３時 

10月21日貂 
10月28日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊10月３日貊 笆11月７日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
十
月
九
日
貅
、
十
月
十
六

日
貅
、
十
月
三
十
日
貅
。
各
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
基
本
健
康
診
査

は
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
医
師
診
察

等
（
必
要
な
方
に
は
心
電
図
・
眼
底

検
査
）
笆
肺
が
ん
検
診
は
胸
部
Ｘ
線

撮
影
（
必
要
な
方
に
は
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
）

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
▼
費

用
＝
無
料
※
但
し
、
喀
痰
検
査
に
は

四
〇
〇
円
が
必
要
で
す
▼
携
行
品
＝

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は

当
日
発
行
し
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
▽

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
受
付
時
間

内
に
直
接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
▽
笊
笆
い
ず
れ
か
単
独

で
も
受
診
で
き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。
一
生
自
分
の
歯
で
食
事

で
き
る
よ
う
に
、
歯
の
健
康
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
十
月
十
六
日
貅
の
午
後
一

時
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
健
康
手

帳
▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
時
間
内
に
直
接
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
の
予
防
や
健
康
的
な
生
活

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
内
容
＝
笊
十
月
三
十
一
日

貊
／
私
に
と
っ
て
健
康
っ
て
何
？
笆

十
一
月
六
日
貅
／
糖
尿
病
っ
て
ど
ん

な
病
気
？
笳
十
一
月
十
三
日
貅
／
個

別
指
導
笘
十
一
月
十
七
日
豺
／
食
生

活
を
見
な
お
そ
う
蠢
笙
十
一
月
十
九

日
貉
／
食
生
活
を
見
な
お
そ
う
蠡
笞

十
一
月
二
十
五
日
貂
／
食
生
活
を
見

な
お
そ
う
蠱
笵
十
二
月
二
日
貂
／
個

別
指
導
笨
十
二
月
四
日
貅
／
調
理
実

習
笶
十
二
月
八
日
豺
／
運
動
習
慣
を

も
と
う
蠢
筐
十
二
月
十
二
日
貊
／
運

動
習
慣
を
も
と
う
蠡
筺
十
二
月
十
七

日
貉
／
運
動
習
慣
を
も
と
う
蠱
笄
十

二
月
二
十
五
日
貅
／
個
別
指
導
筍
一

月
一
八
日
豸
／
血
液
検
査
笋
二
月
十

二
日
貅
／
個
別
指
導
※
内
容
は
一
部

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
講

師
＝
笊
笳
〜
笨
笄
笋
は
栄
養
士
と
保

健
師
笆
は
曽
和
亮
一

そ
わ
り
ょ
う
い
ち

さ
ん
（
医
師
）

笶
〜
筺
は
健
康
運
動
指
導
士
▼
と
こ

ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
血
液

検
査
等
で
糖
尿
病
の
項
目
が
要
指
導

と
判
定
さ
れ
た
方
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
ｃ
が
5.6
〜
5.9
）。
※
但
し
、
ご

本
人
に
限
り
ま
す
▼
参
加
費
＝
八
〇

〇
円
（
実
習
費
、
保
険
費
等
）
▼
定

員
＝
一
〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ
の

他
＝
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
詳

し
い
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
二
月
四
日
貅
、
十
二
月

十
一
日
貅
の
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民
▼
費
用
＝

無
料
▼
定
員
＝
各
三
〇
人
程
度
▼
携

行
品
＝
健
康
手
帳
。
か
か
と
で
測
定

し
ま
す
の
で
、
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
素
足

に
な
り
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
▼
申
込
み
＝
お
電
話
ま
た
は
直

接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
を
受
け
た
方
に
、
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
な
ど
と
言
っ
て
訪
問

し
、
健
康
器
具
な
ど
の
購
入
を
す
す

め
ら
れ
る
と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
泉
南
市
で
は
そ
の
よ

う
な
訪
問
販
売
な
ど
は
一
切
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。な

お
、
泉
南
市
の
保
健
師
が
ご
家

庭
を
訪
問
す
る
場
合
は
、
事
前
に
目

的
・
氏
名
を
連
絡
し
、
身
分
を
証
明

す
る
も
の
を
所
持
し
て
お
伺
い
し
て

お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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糖
尿
病
に
な
る
前
に

ゲ
ッ
ツ
健
康
教
室

訪
問
販
売
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す

インフルエンザは、普通のかぜ
と違い重症になりやすく、特に高
齢者や基礎疾患のある方は注意が
必要です。流行する前に予防接種
を受けておくことが大事です。
▼対　象＝笊満65歳以上の市民の
方笆60歳以上65歳未満の市民の方
で、心臓、肝臓または呼吸器の機
能に自己の身辺の日常生活活動が
極度に制限される程度の障害を有
する人及びヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活がほ
とんど不可能な程度の障害を有す
る人（身体障害者手帳等をご持参
ください）

▼実施期間＝10月１日貉～12月15
日豺まで※実施期間を過ぎると全
額自己負担となります
▼実施場所＝市内の実施医療機関
（事前に接種を希望される医療機関
にご予約ください）
▼接種費用＝▽自己負担は1,000円
（医療機関窓口でお支払いくださ
い）▽生活保護世帯は自己負担な
し（保護証明書等をご持参くださ
い）
▼携行品＝健康手帳（保健センタ
ーで発行）、健康保険証
▼問合せ＝保健センター（薀祗７
６１５）
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泉南市では、市民の皆さんが健康に目を向け、健康の維持と増進を図るきっかけとなることを目的に、
平成５年から各種団体と連携を図りながら「健康づくりフェア」を開催しています。
会場となったあいぴあ泉南では、健康づくり企画として各種測定（骨密度、体力）や各種チェック（血

流、毛髪、お肌）、ヘルシーおやつの試食や健康クイズも行われました。また、健康相談として薬事相談
や痛みのカウンセリング、禁煙サポート、歯科医師による診察や歯科相談など、健康に関する様々なコー
ナーが設けられ、大勢（約500人）の家族連れ等でにぎわいました。 （９月７日）

健康で豊かな生活を送ろう！
健康づくりフェアで健康チェック

新春の一大スポーツイベント「泉州国際市民マラ
ソン」と姉妹マラソン提携し、毎年選手団を派遣、
交流を深めているオーストラリア・クイーンズラン
ド州はゴールドコースト市のGary Baildon（ギャリ
ー・ベイルドン）市長らが同州の観光ＰＲのため来
日。かねてから親交を深めている向井市長を表敬訪
問し、約30分にわたって会談を行いました。
会談では、互いの市の現状や今後の交流等につい

て積極的な意見交換が行われ、友好関係を深めてい
くことが確認されました。 （９月９日）

泉州国際市民マラソンが架け橋に
ゴールドコースト市長が泉南市へ

10

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報番組「わくわくりんくう」
を映像と文字番組で放送してい
ます。但し、視聴するにはケー
ブルテレビへの加入が必要です。
また、視聴できない地域があり
ますのでご了承ください。
▼１回目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10月７日貂 
　　～ 
10月20日豺 

10月21日貂 
　　～ 
11月３日豺 

今年も市役所前に各地区自慢のや 
ぐら17台が大集合します。迫力満 
点！郷土の伝統芸能を継承したや 
ぐらの曳行をご覧ください。 

９月23日貂 
　　～ 
10月６日豺 

泉州地域に伝わる昔話を題材にした 
古代史博物館のお姉さんたちによる 
手作りの紙芝居です。海会寺に伝わ 
る「ゴロ吉と仏様」を上演します。 

市民の皆さんに、自身の健康について 
関心をもってもらおうと、９月７日豸 
にあいぴあ泉南で開催された「健康づ 
くりフェアー」の様子を紹介します。 

タタ
ババ
ココ
にに
よよ
るる
火火
災災
をを
防防
ごご
うう
！！
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上山容弘
うえやまやすひろ

さん睨（一丘在住）、児玉由希子
こ だ ま ゆ き こ

さん眸
（幡代在住）、新谷昴

しんたにすばる

くん眦（一丘在住）らトランポ
リン期待の３選手が10月にドイツで開催される第23
回世界選手権大会及び第16回世界年齢別大会出場を
前に、向井市長を訪れ、大会への意気込みを語り合
いました。特に世界選手権大会へ出場の上山さんは
「オリンピックの出場枠が決まる大切な大会なので、
ベスト８をめざしてしっかり演技したいです！」と
力強く抱負を語ってくれました。
向井市長も「体調管理には十分気をつけ、良い結

果の報告を待っています。泉南市の青少年に夢と希
望を与えるような活躍を期待しています。」と激励の
言葉を贈りました。 （８月２０日）

世界を舞台に活躍中！
トランポリン期待の３選手が来庁

古代史博物館では年に２回（春休みと夏休み）、泉
州に伝わる昔話を題材に「博物館のお姉さん」によ
る紙芝居が上演されています。
上演はもちろんのこと、シナリオづくり、フリッ

プの下絵から着色まですべてお姉さんたちによる手
作りで、過去には紙芝居コンクールで入賞したこと
もあるそうです。
今回は、住吉大社

すみよしたいしゃ

にまつわるお話「一寸法師」と
トンガ王国の昔話「タコとねずみ」の２作品が上演
されました。また、紙芝居終了後はやさしい昔話ク
イズも行われ、クイズに正解した子どもたちが、と
んだりはねたり大喜びしていました。

（８月３１日）

世界でひとつの温かい紙芝居
古代史博物館・お姉さんの紙芝居

チ
ェ
ッ
ク

布
団
で
一
服
‥
と
い
う
様
な

感
じ
で
寝
タ
バ
コ
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

全
国
で
死
者
の
発
生
し
た
住

宅
火
災
の
発
生
原
因
の
ワ
ー
ス

ト
１
が
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ

る
も
の
で
す
。

着
火
物
で
は
布
団
、
座
布
団

や
寝
具
等
の
布
団
類
が
最
も
多

く
、
次
い
で
衣
類
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
寝
た
ば
こ
」

が
原
因
で
発
生
し
た
火
災
で
多

く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。
寝
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
が
怖
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど

人
が
寝
入
っ
た
頃
に
発
生
し
、

火
災
の
発
生
に
気
づ
く
の
が
遅

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

布
団
の
上
で
は
タ
バ
コ
を
吸

わ
な
い
。
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に

し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
に
絶
対
に
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
最
低
限
の

ル
ー
ル
で
す
。

▼
た
ば
こ
の
注
意
点

盧
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い

盪
た
ば
こ
は
必
ず
灰
皿
の
あ
る

場
所
で
吸
う

蘯
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
等
の

喫
煙
は
家
族
が
付
き
添
う

盻
灰
皿
の
周
り
は
常
に
整
理
整

頓
し
て
お
く

眈
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く

眇
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い

眄
寝
具
や
座
布
団
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
等
は
防
炎
品
を
使
う

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕

０
１
１
９
／h
ttp
://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/̃sens

you/

）
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今から数十年昔、ＪＲ新家

駅から種河神社に向かう道路

沿いに、大きな松の木がそび

え立っていました。

言い伝えによれば、現在の

新家地区が三谷荘
みたにそう

と呼ばれ

ていた今から３００年

余り昔、村内に争い

ごとが起こり、混

乱が続いた時期

がありました。

そして、その

争いは種河
たねかわ

神

社を創建する

ことで和解す

ることができ

たそうです。

その和解を記念

し、三本の松の苗を

植えたところ、それぞれの幹

がくっついてひとつの幹とな

り、大きく成長したといわれ

ています。

その後、この松は三本松と

呼ばれ、「神の宿る木」として

住民に大切にされ、親しまれ

ていましたが、残念ながら昭

和50年前後に枯れてしまいま

した。

現地には、現在も三本の幹

の切り株が残されており、こ

の土地の長い歴史と多くの

人々の想いを今に伝えていま

す。

※この三本松は、最近の調査

で樹齢が１８２年であったこ

とがわかっています。

新家
しんげ

の三本松
さんぼんまつ

～泉南のみどり・10～

蘆新家小学校 

蘆新家公民館 

蘆新家南幼稚園 

ＪＲ新家駅 

ＪＲ
阪和
線 

螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳
螳

狐池※ 
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